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第 54 号　（2）平成 30 年 11 月１日 議 会 だ よ り

９
月
11
日
・
14
日
・
19
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長松

　
本
　
祐
　
一

副
委
員
長

附
　
田
　
俊
　
仁

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成 29 年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会
賛成多数で認定（賛成 14、反対なし）

　
　
三
　
上
　
正
　
二

　
　
白
　
石
　
　
　
洋

　
　
中
　
村
　
正
　
彦

　
　
田
　
島
　
政
　
義

　
　
田
　
嶋
　
弘
　
一

　
　
盛
　
田
　
惠
津
子

　
　
瀬
　
川
　
左
　
一

　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

　
　
附
　
田
　
俊
　
仁

　
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　

賛 

成 

委 

員

決算審査特別委員会設置（９／１１）

議案審議にて委員長報告（９／２０）

　
９
月
11
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
14
日
、

19
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
20
日
の
議
案
審
議
に
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事

件
に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
松
本
委
員
長
が
審

査
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
七
戸
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。



（3）　第 54 号 平成 30 年 11 月１日議 会 だ よ り

平成 29 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 100億1,613万3,506円

総 務 費 11億6,256万5,589円

民 生 費 16億5,085万6,733円

衛 生 費 10億5,016万2,913円

土 木 費 8億3,073万2,706円

教 育 費 16億4,451万2,286円

公 債 費 9億7,791万9,638円

諸 支 出 金 12億9,701万9,622円

議 会 費 1億1,015万7,725円

労 働 費 104万3,000円

農 林 水 産 業 費 4億9,330万8,094円

商 工 費 3億8,548万6,464円

消 防 費 3億6,507万6,337円

災 害 復 旧 費 4,729万2,399円

歳　入 101億3,895万5,707円

自 主 財 源 25億2,744万1,293円

町 税 20億2,140万9,629円

繰 入 金 2億2,689万0,875円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1,702万4,360円

使 用 料 及 び 手 数 料 8,206万0,415円

財 産 収 入 4,277万0,818円

寄 附 金 740万1,738円

繰 越 金 6,396万9,880円

諸 収 入 6,591万3,578円

依 存 財 源 76億1,151万4,414円

地 方 交 付 税 41億0,642万0,000円

国 ・ 県 支 出 金 16億6,771万8,414円

町 債 13億5,740万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億5,802万1,000円

利 子 割 交 付 金 243万0,000円

配 当 割 交 付 金 260万3,000円

株式等譲渡所得割交付金 232万3,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 2億6,567万8,000円

自動車取得税交付金 4,223万3,000円

地 方 特 例 交 付 金 445万9,000円

交通安全対策特別交付金 222万9,000円

歳　　　入　　 101億3,895万5,707円
歳　　　出　　 100億1,613万3,506円
差　引　額　　 　 1億2,282万2,201円
◎差引額のうち、9,600万円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2
平成29年度 11,023,851,000 10,138,955,707 902,888,274 10,016,133,506 831,342,000 176,375,494

平成28年度 11,118,820,000 10,747,625,844 509,498,179 10,553,655,964 462,426,000 102,738,036

差　引　額 △94,969,000 △608,670,137 393,390,095 △537,522,458 368,916,000 73,637,458

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※２　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算の執行

については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めた。

　町税・国民健康保険税及び税外収入に係る不納欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。

　また、現年課税分の収入未済額については、町税・国民健康保険税及び税外収入（介護保険料、保育料、住

宅使用料、農業集落排水使用料）に減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率

を向上させて収入未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が望まれる。

歳入 歳出

総務費
11.61%

民生費
16.48%

衛生費
10.49%

土木費
8.29%教育費

16.42%

公債費
9.76%

諸支出金
12.95%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
14.00%

繰入金
2.24%

町税
19.94%

地方交付税
40.50%

国・県支出金
16.45%

町債
13.39%

依存財源
75.07%

その他
4.73％

自主財源
24.93%

その他
2.75%

監査委員審査意見



第 54 号　（4）平成 30 年 11 月１日 議 会 だ よ り

特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 2,357,605,000 2,319,340,847 86,438,953 2,300,625,188 0 56,979,812

平成28年度 2,438,986,000 2,416,142,087 98,909,347 2,405,052,865 0 33,933,135

差　引　額 △81,381,000 △96,801,240 △12,470,394 △104,427,677 0 23,046,677

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 381,518,000 381,758,761 463,400 380,876,528 0 641,472

平成28年度 361,036,000 361,170,401 22,700 360,999,152 0 36,848

差　引　額 20,482,000 20,588,360 440,700 19,877,376 0 604,624

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 2,495,282,000 2,515,543,083 6,481,022 2,400,848,117 0 94,433,883

平成28年度 2,379,959,000 2,396,387,466 7,231,521 2,323,186,568 0 56,772,432

差　引　額 115,323,000 119,155,617 △750,499 77,661,549 0 37,661,451

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 5,421,000 5,548,262 0 4,255,896 0 1,165,104

平成28年度 7,186,000 7,134,237 0 6,387,893 0 798,107

差　引　額 △1,765,000 △1,585,975 0 △2,131,997 0 366,997

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 2,564,000 2,566,001 0 2,552,146 0 11,854

平成28年度 2,414,000 2,421,959 0 2,355,769 0 58,231

差　引　額 150,000 144,042 0 196,377 0 △46,377

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 431,012,000 431,114,806 1,074,082 430,813,315 0 198,685

平成28年度 405,823,000 406,138,376 7,024,738 405,767,848 0 55,152

差　引　額 25,189,000 24,976,430 △5,950,656 25,045,467 0 143,533

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成29年度 65,164,000 65,170,329 55,628 65,014,600 0 149,400

平成28年度 63,349,000 63,384,916 2,798,069 63,256,621 0 92,379

差　引　額 1,815,000 1,785,413 △2,742,441 1,757,979 0 57,021

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分
歳　　　　　　　　入 歳 　　　　　　　　出

予 算 現 額 決算額(税込)  決算額(税抜) 予 算 現 額 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額※2
平成29年度 339,491,000 339,460,112 318,203,511 266,026,000 259,286,914 255,855,805 6,739,086

平成28年度 344,157,000 347,690,184 326,332,448 301,962,000 280,218,699 275,019,235 21,743,301

差　引　額 △4,666,000 △8,230,072 △8,128,937 △35,936,000 △20,931,785 △19,163,430 △15,004,215

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)



（5）　第 54 号 平成 30 年 11 月１日議 会 だ よ り

○
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の  

制
定

　

（
Ｐ
６
参
照
）

　
　
今
後
の
地
方
分
権
社
会

に
お
い
て
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
基
づ
く
町
政
運
営

及
び
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
、
町
の
最
高
規
範
と

な
る
七
戸
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
文
化
村
設
置
条
例
の
改
正

　
　
文
化
村
に
お
い
て
、
駐

車
場
整
備
工
事
等
に
よ
り

施
設
に
変
更
が
生
じ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
公
布
に
伴
い
、
同

令
の
改
正
内
容
に
準
じ
て
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
変
更

　
　
七
戸
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
取
組
内
容
及

び
事
業
費
の
変
更
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
６
条
第
７
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
変
更
す
る

も
の
で
す
。

☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
30
年
度
補
正
予
算

　

（
下
表
参
照
）

　

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
29
年
度
七
戸
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
29
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率
の
報
告

　

（
Ｐ
６
参
照
）

　
　
　
　
　
☆
　
報
　
　
告

○
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
し
国
会
が
批

准
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出

　
　
賛
成
15
人
　
反
対
０
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

○
早
急
な
水
道
民
営
化
を
推

し
進
め
る
水
道
法
改
正
案

の
成
立
に
反
対
す
る
意
見

書
の
提
出

　
　
賛
成
13
人
　
反
対
２
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

○
学
校
施
設
へ
の
冷
房
等
空

調
設
備
の
設
置
促
進
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

　
　
賛
成
14
人
　
反
対
１
人

　
　
　
　
　
　
☆
可
　
　
決

議

案

　
平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
11
日
に
開
会
し
、
瀬
川
左
一
議
会
運
営
委
員
長
の
報

告
の
と
お
り
、
会
期
を
20
日
ま
で
の
10
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
11
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、
13
日
は
一
般
質

問
（
３
人
）
、
14
日
・
19
日
は
、
特
別
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
20
日
は
議
案
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し

ま
し
た
。

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

報

告

発

議
平成３０年度９月補正予算

区　　　分 補  正  額 予 算 総 額
一般会計補正予算の内容

○歳入の主なもの

・町　　　税　　1億7,101万4千円

・地方交付税　　1億1,831万7千円

・繰　入　金　　　 4,380万8千円

・町　　　債　　　 3,170万0千円

○歳出の主なもの

・土　木　費　　1億9,945万4千円

　道路橋梁費

（除雪作業業務委託料及び道路維持作業業務委託

　料等）他

・教　育　費　　1億0,230万7千円

　保健体育費

（新体育館建設地質調査業務委託料等）他

一 般 会 計 3億3,644万4千円 　→ 97億6,149万5千円

特

別

会

計

国民健康保険 29万7千円 　→ 2億0,144万1千円

後期高齢者医療 306万8千円 　→ 3億7,979万2千円

介 護 保 険 9,272万2千円 　→ 24億8,608万1千円

七戸霊園事業 1万2千円 　→ 231万3千円

公共下水道事業 1,432万3千円 　→ 4億4,531万5千円

農業集落排水事業 52万7千円 　→ 6,173万5千円

水 道 事 業 会 計

　収益的支出

　　　　　　 212万7千円　  →　　　　 3億1,514万9千円

　資本的支出　

　　　　　　 728万2千円　  →　　　　 3億0,455万7千円



第 54 号　（6）平成 30 年 11 月１日 議 会 だ よ り

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
上
見
町
橋
橋
梁
整
備
工

事
契
約
の
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
・
除
草
作
業
中
で
の
事
故

　
に
係
る
和
解
及
び
損
害

　
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

　
と
に
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　　
・
除
草
作
業
中
で
の
事
故

　
に
係
る
和
解
及
び
損
害

　
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

　
と
に
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
・
税
条
例
の
改
正

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

《
平
成
30
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
３
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
が
青
森

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
議
会
議
員

の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

　
講
師
に
、
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
を

お
迎
え
し
「
今
後
の
政
局
・

政
治
の
動
き
を
読
む
！
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第
２
回

臨 

時 

会

平
成
30
年
８
月
１
日

議

案

報

告

県
下
町
村
議
会

議
員
研
修
会

（
７
月
12
日
）

青
森
市
民
ホ
ー
ル

七
戸
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例 

（
平
成
31
年
４
月
１
日
施
行
）

講師の橋本五郎氏

　

第
３
章　

町
議
会

（
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
）

第
８
条
　
　
町
議
会
は
、
議
会
に
関
す
る
情
報
を
公
開
し
、
提
出
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
声
を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
運
営
す
る
。

（
町
議
会
の
責
務
）

第
９
条
　
　
町
議
会
は
、
政
策
の
形
成
過
程
及
び
実
施
過
程
に
多
面
的
に
参
加
し
、
七
戸

町
の
意
志
を
決
定
す
る
責
務
を
負
う
。

　
　
　
２
　
町
議
会
は
、
執
行
機
関
の
行
財
政
の
運
営
、
事
務
処
理
及
び
事
業
の
実
施
を

適
法
か
つ
適
正
に
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
３
　
町
議
会
は
、
政
策
の
形
成
、
審
議
及
び
決
定
に
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
意
見
交
換
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
４
　
町
議
会
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
政
策
を
形
成
す
る
た
め
、
積
極
的
に
調

査
及
び
研
究
を
行
う
。

（
町
議
会
の
会
議
）

第
10
条
　
　
町
議
会
の
会
議
は
、
公
開
を
原
則
と
し
、
討
議
を
基
本
と
す
る
。

（
町
議
会
議
員
の
役
割
）

第
11
条
　
　
町
議
会
議
員
は
、
町
議
会
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
総
合
的
な
視
点
に
立
ち
、

公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
。

　
　
　
２
　
町
議
会
議
員
は
、
積
極
的
に
町
民
と
の
対
話
を
心
が
け
、
町
民
に
広
く
意
見

を
聴
く
。

　
　
　
３
　
町
議
会
議
員
は
、
町
政
の
課
題
に
関
す
る
調
査
、
政
策
提
言
等
を
行
う
と
と

も
に
、
町
議
会
活
動
に
関
し
て
町
民
に
説
明
を
行
う
。

　
　
　
４
　
前
２
項
に
規
定
す
る
活
動
は
、
町
議
会
議
員
の
自
主
性
及
び
自
立
性
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
町
議
会
及
び
町
議
会
議
員
の
立
法
活
動
、
調
査
活
動
等
）

第
12
条
　
　
町
議
会
及
び
町
議
会
議
員
は
、
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
責
務
を
果
た
す

た
め
、
立
法
活
動
、
調
査
活
動
等
を
積
極
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
※
議
会
関
係
条
文
抜
粋
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

健全化判断比率・資金不足比率
平成29年度七戸町

における比率
早期健全化基準
経営健全化基準 　①～④のいずれかの数値が、国の示す基準数値を超えた

場合は、破たん寸前の「早期健全化団体」に指定され、財
政再建計画などが義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、下水道）の
営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合で、低いほど
健全とされる。
　七戸町は、すべての項目が数値を下回っているので、弾
力ある財政運営が可能になっている。

①実質赤字比率 ―  (%) 14.23 (%)

②連結実質赤字比率 ―  (%) 19.23 (%)

③実質公債費比率 5.4 (%) 25.0  (%)

④将来負担比率 26.8 (%)

⑤資金不足比率 ―  (%) 20.0  (%)

350.0  (%)

　
（
上
見
町
橋
橋
梁
整
備
工
事
）
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一
般
質
問

議　

員

　

急
速
な
少
子
化
の
進
展
や

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
は
、
町
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
移

住
（
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
）

対
策
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

町
の
移
住
対
策
は
ど
の
よ

う
な
計
画
な
の
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
。

町
　
長

　
平
成
27
年
12
月
に
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
、

七
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
。

　
移
住
対
策
に
つ
い
て
は
、

政
策
分
野
２
の
「
住
み
た
い

と
い
う
希
望
を
か
な
え
る
」、

政
策
分
野
３
の
「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
し
や
す
い
環
境
」

に
お
い
て
、
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
て
具
体
的
な
施
策

と
重
要
業
績
評
価
指
数
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
を
定
め
て
計
画
し
、

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

議　

員

　

移
住
対
策
の
効
果
は
上
が

っ
て
い
る
か
。

町
　
長

　
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は

広
く
周
知
さ
れ
、
活
用
さ
れ

る
件
数
が
ふ
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

議　

員

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
見
て
、

現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
２
０
１
５
年
に
作
成
し
た

七
戸
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
将
来
推
計
は
、

２
０
２
０
年
に
１
万
４
０
１

１
人
と
な
る
。

　
現
在
の
状
況
は
、
２
０
１

８
年
の
最
新
数
値
で
、
２
０

２
０
年
は
１
万
４
４
１
６
人

と
な
り
、
人
口
減
少
の
ス
ピ

ー
ド
は
緩
や
か
に
進
ん
で
い

る
。

議　

員

　

七
戸
に
住
む
こ
と
の
良
さ
、

七
戸
へ
の
好
感
、
住
ん
で
み

た
い
気
に
さ
せ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
多
様
な
取
り
組
み

や
、
情
報
発
信
が
必
要
で
あ

る
。

　

七
戸
に
住
む
こ
と
の
良
さ
、

七
戸
暮
ら
し
の
ブ
ラ
ン
ド
は

何
か
。

町
　
長

　
町
の
住
み
良
さ
は
、
地
の

利
で
、
国
道
４
号
、
国
道
３

９
４
号
、
上
北
自
動
車
道
、

み
ち
の
く
有
料
道
路
が
結
節

し
、
新
幹
線
七
戸
十
和
田
駅

が
あ
り
、
道
の
駅
し
ち
の
へ

と
も
隣
接
し
、
利
便
性
に
優

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ナ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ニ
ク
は

全
国
に
誇
れ
る
町
の
特
産
品

で
あ
り
、
ト
マ
ト
や
そ
う
い

っ
た
野
菜
は
町
の
大
き
な
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
。
ま
た
、
子

育
て
政
策
に
お
い
て
も
他
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

議　

員

　

町
の
良
さ
や
、
町
の
行
事
、

暮
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、

サ
ポ
ー
タ
ー
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
等
の
活
動
な
ど
を
い

つ
で
も
発
信
で
き
る
体
制
が

必
要
で
あ
る
。

　

町
紹
介
の
動
画
も
少
な
い

が
、
七
戸
暮
ら
し
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
ど
う
発
信
す
る
か
。

町
　
長

　
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
町
の
Ｐ
Ｒ

動
画
を
長
編
・
短
編
・
シ
リ

ー
ズ
に
分
け
て
紹
介
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
、
首
都
圏

の
イ
ベ
ン
ト
へ
頻
繁
に
参
加

し
、
町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。

議　

員

　

七
戸
か
ら
出
て
行
っ
た
人

が
帰
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
、

優
し
く
語
り
か
け
る
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　

移
住
希
望
者
へ
の
体
制
を

ど
う
考
え
る
か
。

町
　
長

　
町
の
魅
力
を
い
ろ
い
ろ
発

信
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

や
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

賃
補
助
、
新
築
住
宅
建
設
の

補
助
な
ど
の
移
住
・
定
住
支

援
対
策
や
移
住
し
や
す
い
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

議　

員

　

移
住
希
望
者
へ
の
職
業
紹

介
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

町
　
長

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
情
報
を
リ
ン
ク

し
て
、
町
の
求
人
情
報
を
閲

覧
で
き
る
が
、
今
後
は
隣
接

市
町
村
の
求
人
情
報
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

　
　

議　

員

　

今
年
、
県
内
７
月
の
最
高

気
温
30
度
以
上
の
日
数
が
、

平
年
の
２
倍
に
達
し
た
地
点

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
厳
し

い
暑
さ
が
来
年
度
以
降
も
続

く
可
能
性
が
あ
る
。

　

柏
葉
館
の
二
階
と
両
公
民

館
事
務
室
、
両
庁
舎
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
と
今
後
の

対
策
は
ど
う
す
る
か
。

町
　
長

　
い
ず
れ
も
エ
ア
コ
ン
は
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。
利
用
頻

度
が
高
く
、
用
途
も
多
岐
に

わ
た
る
部
屋
は
検
討
し
た
い
。

佐々木 寿夫 議員

移住希望者へ優しく語りかける
情報発信をどうするか

町長

一問一答方式

町の魅力をいろいろ発信しながら
移住しやすい環境の整備を進めていく

一 般 質 問

公
共
建
築
物
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
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一
般
質
問

議　

員

　

７
月
19
日
、
史
跡
二
ツ
森

貝
塚
を
構
成
資
産
と
す
る
「
北

海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
が
世
界
文
化
遺
産
の
推

薦
候
補
に
選
定
さ
れ
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
登
録
に
向
け

た
町
の
対
応
は
。

町
　
長

　
ま
ず
、
推
薦
書
の
暫
定
版

を
９
月
末
ま
で
に
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
提
出

し
、
書
式
審
査
を
受
け
、
推

薦
書
の
正
式
版
を
12
月
上
旬

に
文
化
庁
に
提
出
す
る
。
国

内
手
続
き
を
経
て
、
来
年
１

月
の
閣
議
で
了
解
を
得
て
、

正
式
に
世
界
遺
産
の
国
内
推

薦
に
決
定
さ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
２
月
１
日
ま
で

に
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
書
を
提

出
し
、
来
年
秋
ご
ろ
に
世
界

文
化
遺
産
の
諮
問
機
関
（
イ

コ
モ
ス
）
に
よ
る
現
地
審
査

を
受
け
る
。

　
登
録
に
向
け
て
町
の
対
応

は
、
７
月
19
日
の
推
薦
候
補

決
定
の
際
に
、
文
化
審
議
会

世
界
文
化
遺
産
部
会
か
ら
示

さ
れ
た
課
題
（
縄
文
遺
跡
群

が
17
の
構
成
資
産
か
ら
な
る

と
い
う
こ
と
の
観
点
）
を
各

市
や
町
が
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
意
味
で
景
観
計
画
を
策
定

す
る
な
ど
、
保
全
の
あ
り
方

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
設
計
を
進
め

て
い
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の

整
備
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
養
成
、
観
光
客
・
来

訪
者
の
受
け
入
れ
、
管
理
体

制
に
係
る
取
り
組
み
を
進

め
、
イ
コ
モ
ス
の
評
価
を
得

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

議　

員

　

東
地
区
の
駐
車
場
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

町
　
長

　
史
跡
公
園
の
東
側
に
見
晴

ら
し
台
が
あ
り
、
そ
の
隣
接

地
に
大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
工
事
は
用
地
取
得
完
了
後

に
な
る
が
、
年
度
内
に
工
事

を
終
了
し
、
来
春
に
供
用
開

始
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

議　

員

　

史
跡
や
史
跡
周
辺
の
景
観

に
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、

世
界
遺
産
登
録
の
範
囲
と
公

有
地
化
（
買
収
）
の
状
況
は
。

町
　
長

　
世
界
遺
産
登
録
の
範
囲
は
、

二
ツ
森
貝
塚
史
跡
公
園
を
含

む
史
跡
東
側
4.3
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　
公
有
地
化
（
買
収
）
の
状

況
は
、
本
年
度
取
得
事
業
が

完
了
す
る
と
、
１
０
０
％
。

　
景
観
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

世
界
遺
産
の
範
囲
は
も
と
よ

り
、
そ
の
周
辺
も
保
全
管
理

を
し
な
け
れ
ば
遺
産
に
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、
遺
産
周
辺

に
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
を
設
け
、

保
全
を
図
っ
て
い
く
。

議　

員

　

毎
年
流
行
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
、
町
は
高
齢

者
の
予
防
接
種
の
無
料
化
を

し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
る
と
命
に
か
か
わ

る
重
大
な
事
態
に
な
る
こ
と

か
ら
、
子
供
も
同
様
に
無
料

化
に
で
き
な
い
か
。

町
　
長

　
65
歳
以
上
の
方
や
基
礎
疾

患
の
方
に
対
し
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

市
町
村
長
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　
死
亡
や
重
症
化
に
一
定
の

防
止
効
果
が
あ
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
行
っ
て
い
る
が
、

１
０
０
％
効
果
が
保
障
さ
れ

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

の
基
本
は
、
手
洗
い
、
う
が

い
の
励
行
、
感
染
の
疑
い
や

せ
き
が
出
る
場
合
は
マ
ス
ク

を
す
る
な
ど
、
ほ
か
の
感
染

症
が
流
行
し
た
場
合
も
有
効

な
予
防
対
策
で
あ
り
、
町
民

全
体
の
習
慣
と
な
る
よ
う
啓

蒙
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議　

員

　

今
年
、
30
度
を
超
え
る
日

が
連
日
続
い
た
が
、
今
後
、

学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

　
全
国
的
な
普
及
率
の
推
移

と
、
町
の
公
共
施
設
等
整
備

計
画
の
進
捗
状
況
、
財
政
状

況
等
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

二ツ森　英樹 議員

一問一答方式

町長
景観計画を策定し、保全のあり方を整え、
ガイダンス施設等の整備に取り組む

世界遺産推薦候補に史跡二ツ森貝塚が決定
町の対応は

中
学
生
以
下
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
無
料
化
に

つ
い
て

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
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一
般
質
問

議　

員

①
平
成
29
年
度
の
第
三
セ
ク

タ
ー
の
決
算
状
況
は
。

②
国
の
通
知
に
は
、
地
方
公

共
団
体
が
第
三
セ
ク
タ
ー
等

の
経
営
状
況
等
を
一
覧
で
き

る
資
料
を
作
成
し
公
表
す
る

よ
う
記
載
さ
れ
て
い
る
が
。

③
各
法
人
の
経
営
に
今
後
ど

う
関
与
し
て
い
く
の
か
。

町
　
長

①
法
人
設
立
順
に
、
南
部
縦

貫
株
式
会
社
、
公
益
財
団
法

人
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
振
興

会
、
一
般
社
団
法
人
東
八
甲

田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
、
有

限
会
社
み
ら
い
天
間
林
、
株

式
会
社
七
戸
物
産
協
会
、
一

般
社
団
法
人
し
ち
の
へ
観
光

協
会
の
６
法
人
が
あ
り
、
鷹

山
宇
一
記
念
美
術
振
興
会
の

み
当
期
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
。

②
今
後
、
許
さ
れ
る
範
囲
内

で
公
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

③
南
部
縦
貫
は
、
業
務
委
託

契
約
に
お
け
る
人
件
費
に
係

る
消
費
税
に
つ
い
て
、
平
成

24
年
に
修
正
申
告
し
多
額
の

追
徴
課
税
が
課
せ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
経
営

改
善
を
行
い
、
平
成
29
年
度

決
算
に
お
い
て
債
務
超
過
か

ら
脱
し
平
成
30
年
10
月
に
延

滞
税
を
完
納
予
定
。

　
固
定
負
債
の
解
消
が
平
成

32
年
度
ま
で
か
か
る
が
、
自

立
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な

意
見
や
指
示
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
　

　
東
八
甲
田
ロ
ー
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
は
、
多
く
の
経
費
が
町

か
ら
の
補
助
金
や
指
定
管
理

料
に
よ
る
。
経
営
健
全
化
が

求
め
ら
れ
る
債
務
超
過
団
体

と
な
ら
な
い
よ
う
引
き
続
き

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
み
ら
い
天
間
林
は
、
土
地

利
用
型
農
業
と
施
設
園
芸
の

複
合
経
営
。
新
規
就
農
者
が

独
立
就
農
す
る
場
合
、
農
地

の
確
保
が
最
初
の
障
壁
と
な

る
。
大
規
模
農
業
法
人
に
は

日
頃
か
ら
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
が
、
特
に
、
み
ら
い
天

間
林
に
は
多
様
な
研
修
に
協

力
頂
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　
研
修
先
が
多
様
に
な
る
と

信
頼
関
係
の
構
築
に
よ
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大
し
、
農

地
中
間
管
理
機
構
が
把
握
し

て
い
な
い
農
地
の
情
報
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

議　

員

①
七
彩
館
と
花
卉
展
示
館
の

現
在
の
運
営
状
況
と
、
来
年

度
か
ら
の
新
た
な
運
営
に
向

け
た
準
備
状
況
は
。

②
町
と
産
直
友
の
会
が
出
資

し
て
法
人
を
設
立
し
、
そ
の

法
人
を
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
方
法
も
あ
る
の
で
は
。

町
　
長

①
会
員
か
ら
不
満
の
声
は
な

く
要
望
は
上
が
っ
て
い
る
。

４
～
７
月
の
売
上
は
、
１
億

３
１
７
６
万
５
千
円
で
対
前

年
比
95
％
。
来
年
度
は
、
物

産
館
と
別
に
指
定
管
理
に
し

た
い
。
道
の
駅
の
最
良
の
運

営
形
態
を
考
慮
し
な
が
ら
最

適
な
方
向
付
け
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
電
気
代
等
一
括
に
な
っ
て

い
る
経
費
を
明
確
に
精
算
で

き
る
よ
う
に
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
と
思
う
。

②
町
が
直
営
し
、
任
意
団
体

を
育
成
し
な
が
ら
の
法
人
化

と
業
務
の
移
行
も
一
つ
の
選

択
肢
。
ど
れ
が
最
良
の
選
択

と
な
る
の
か
思
案
中
。
参
考

意
見
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

議　

員

①
今
年
度
は
、
観
光
１
人
、

農
業
２
人
、
暮
ら
し
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
２
人
だ
が
、
他
の

分
野
で
も
募
集
す
る
考
え
は
。

②
同
制
度
の
周
知
を
ど
う
図

る
か
。

町
　
長

①
来
年
度
、
新
た
な
分
野
で

は
世
界
遺
産
関
係
２
人
。
農

業
２
人
、
観
光
１
人
の
計
５

人
を
計
画
し
て
い
る
。

②
住
民
に
は
、
同
制
度
や
そ

の
活
用
等
に
つ
い
て
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
っ
か

り
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

議　

員

　

部
活
動
指
導
員
配
置
事
業

の
概
要
、
本
県
の
取
り
組
み

状
況
、
来
年
度
の
部
活
動
指

導
員
の
希
望
人
数
は
。

教
育
長

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
同
事
業
の
指
導
員
は
、
部

活
動
の
顧
問
と
し
て
技
術
的

な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

担
当
教
諭
等
と
日
常
的
に
指

導
内
容
や
生
徒
の
様
子
、
事

故
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

等
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
、
連
携
を
十
分
に
図

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
報
酬
は
時
給
１
６
０
０
円

で
、
国
・
県
・
市
町
村
が
３

分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
。

　
県
は
来
年
度
か
ら
行
う
予

定
で
、
現
在
、
同
事
業
を
希

望
す
る
市
町
村
の
有
無
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
。
現
段

階
で
は
両
中
学
校
と
も
必
要

な
外
部
指
導
者
（
コ
ー
チ
）

を
委
嘱
で
き
て
お
り
、
不
都

合
を
感
じ
て
い
な
い
状
況
な

の
で
、
来
年
度
は
部
活
動
指

導
員
配
置
の
希
望
は
な
い
。

哘　　清悦 議員
第三セクターへの町の関与は

町長

一問一答方式

情報公開を進め、必要な意見や指示をし、
経営改善を図る

産
直
友
の
会
の
育
成
に
つ
い

て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

に
つ
い
て

部
活
動
指
導
員
の
確
保
に
つ

い
て
に
つ
い
て
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
８
月
22
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
29
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

　
　
　
　
　
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
８
月
23
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
29
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

　
　
　
　
　
協
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
８
月
24
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
29
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

　
　
　
　
　
社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
８
月
29
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
提
出
議
案
等

　
　
　
　
　
②
一
般
質
問
内
容
の
確
認

　
　
　
　
　
③
陳
情
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
④
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法

　
　
　
　
　
⑤
会
期
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
等
の
説

　
　
　
　
　
明
を
受
け
た
後
、
一
般
質
問
、
陳
情
等
の
取
り

　
　
　
　
　
扱
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
、

　
　
　
　
　
会
期
日
程
等
を
審
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
平
成
30
年
10
月
４
日
・
11
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
54
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
11
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
の
編
集
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

な
用
語
が
多
く
、
型
苦
し
く

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
親
し
ま
れ
る
広

報
誌
を
目
指
し
て
工
夫
を
凝

ら
さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岡
村
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
五
穀
豊
穣
を
願
う
秋
ま
つ

り
も
終
わ
り
、
収
穫
の
時
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
今
議
会
は
決
算
議
会
で
し

た
が
、
農
林
業
関
係
の
予
算

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
町
の
将
来
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
案
審

議
の
詳
細
ま
で
伝
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
専
門
的

　
前
町
議
会
議
員
の
浦
田
松
男
氏
が
10
月
４
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
浦
田
氏
は
旧
七
戸
町
で
昭
和
62
年
４
月
に
初
当

選
さ
れ
、
平
成
19
年
３
月
30
日
ま
で
５
期
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
副
議
長
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
副

委
員
長
、
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

訃
　
　
報

議会だより第54号の編集作業の様子


